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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
・第7回法人研修

日時：2022年3月15日(火)17:15～ ZOOM配信のみ

テーマ：｢人権擁護について｣
講　師：八戸シティ法律事務所　弁護士　木村哲也氏
・第9回院内研修

日　時：3月16日（水）～31日（木）
　テーマ：「処遇制限」
　講　師：藤原　香織SGM 
　法人内での新型コロナ警戒別対応基準がフェーズ5ですので、今回の院内研修は全てレポート提出での研修となります。講師の作成した読み上げ原稿つきのPPTを読みレポート提出をして頂く形式となります。

＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
・4月1日付疾患別診療計画書 作成・アップロード期日 4/15(金)厳守
＜利用者様情報＞

デイケア
・藤村　翔様～朝、本人より入電あり。「今日、青明舎に行くので休みます。」と話している。普段の利用は金曜日である為急な用事なのか確認すると「そろそろデイケアを卒業しようと思って。お父さんとお母さんにも電話しました。」と返答している。訪問中のグループホーム世話人が電話口に出られ、本人が言うように青明舎へ行く為デイケアを欠席するとの事。その後、グループホーム世話人より情報提供あり。今朝の訪問時に体調確認すると、今朝3時から起床していたが、表情の硬さや口調の強さはなく、「グループホームを卒業しようと思って。デイケアも辞めたい。」「人質にされているみたい。」と話していたとの事。本人から両親へ電話し、思いを伝えている。母様から本人の気持ちは分かったが、急でありどうしたら良いかと世話人へ話が有ったとの事。世話人の促しで9時10分頓服薬服用し、青明舎へ向かったとの事。明日も状態を見て、欠席するか電話を頂く事としている。
・寺沢　彩様～朝、本人より入電あり。子供が通う保育園で新型コロナウイルス陽性者発生に伴い、3/15（火）まで休園の為デイケアを欠席中。本人、子供共に体調変化はなく、明日から就労、デイケアを開始したいとの事。就労を暫く休んでいた為体を慣らす為に水・木・金の午前中を就労、午後はショートケアを利用したいと言う。最近は3日連続で就労していない為体力面等心配であると伝えている。これから就労先の「ソレイユ」に電話して相談すると言う為まずは特定相談員へ電話するように提案している。結果が分かり次第電話を頂く事としている。
・冨田　紀子様～担当ケアマネ「サンパチ」小泉氏より入電あり。本日、無事にいなほ荘に入居されたとの事。デイケアの利用については荷解きなどの為本人から3/23（水）より、利用したいと話があったと言う。昼食はこれまで通り、おかずのみの注文を希望されている。送迎の時間をお伝えし、終話している。
・小野寺　ノリ様～担当ケアマネ「サンパチ」小泉氏より入電あり。左足趾の発赤、腫脹の悪化に伴い、歩行困難でありデイケアを欠席中だが、施設内では車椅子で過ごし、時折立ち歩きがあるとの事。徐々に症状は軽減しているが、再開はもう少し様子を見て行く事としている。
ショートケア
・特記無し
デイナイトケア
・繁名　和恵様～青風荘スタッフからの申し送りで、今朝から風邪症状を訴えているとのこと。36.1℃と発熱は無く、咳・鼻水・のどの痛みを訴えているものの観察上は症状は確認されていないと。感染対策管理者に相談し、念のため検査をした方が良いが今朝からの症状出現であると検査をしても判定が出ないため、本日は通所を控えて頂き明日以降に症状が残っているようであれば明日午後に検査をするよう話しがあり、そのことを青風荘に伝えて欠席となっている。
その他
・下妻　康貴様～相談したいことが有るとの事で本日16：00来所予定。

カンファレンスシート（　草野　秀光　様　）

実施日：2022年3月15日（火）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：蕨野

検討内容　目標設定

	氏名
	草野　秀光様
	性別
	男
	年齢
	45
	生年月日
	S51.6.9生

	主病名
	覚醒剤精神病
	合併症
	統合失調症

	治療方針（医師の指示）
	 [1.基本的生活習慣の修得]・生活リズムの改善・身なりを整える

・居室の整理、整頓ができる・定期的入浴や散髪の習慣化

・洗濯、衣類管理ができる・金銭管理ができる・簡単な料理ができる

・買い物ができる

[2.身体機能の維持・向上] 

・運動の習慣化

[3.対人関係の改善] 

・人付き合いの場への参加・協調性を養う・孤立化を予防する

[4.作業能力・持続性の向上] ・注意・集中力の維持、改善

・課題の段取りを身につける・意欲・達成感の獲得

[5.病識を身につける] 

・服薬の習慣化・必要性の理解・病気への理解を深める

[6.社会資源の利用] ・公共機関を利用できる
・その他社会資源が利用できる

	本人希望
	定期的な入浴を行いたい

	家族希望
	同上

	入院歴
	計4回(青森県立つくしが丘病院　八戸市民病院)
最終入院：青森県立つくしが丘病院(R3.10.14～R3.10.21)

	通所歴
	2022.2.14～現在　週1回(月曜)

	その他サービス利用
	訪問看護

	生活歴：

八戸市にて同胞3名第3子三男として出生（腹違いの弟あり）。地元の小・中学校へ入学し、中学二年生時に埼玉県へ転居。転居の理由は「自分が悪いことをしすぎて・・・」と話していた。転居後は、越谷西中学校へ転校し。18歳から覚醒剤（注射にて）を使用し、3回少年院へ入所している（覚醒剤乱用、傷害、恐喝、窃盗）。20歳時には刑務所へ3年、28歳には2年間入っていた。出所し、10日ほどで覚醒剤使用にて逮捕となり、八戸警察職員付き添いにてH19.3.14当院初診。覚醒剤の使用により、幻覚（主に幻視）の出現が認められていた。初診時には、幻覚症状はなく、「考えさせられている」「見られている」といった作為体験様症状や被害妄想様の精神症状が認められ、覚醒剤精神病にて薬剤治療を開始。H21.8.7に2年4ヶ月の刑期を終え、出所。八戸市内で弟と同居を開始。また、長兄が鉄工会社を経営していたことから、仕事を手伝っていた。出稼ぎで、三宅島へ出かけることもあった。
	家族構成

同胞3名、第3子、三男

	利用制度
	生活保護　自立支援医療

	現病歴
	H21.10頃、覚醒剤使用にて2年4か月受刑し、出所して埼玉県に行き、再度覚醒剤使用し逮捕。4年9カ月北海道にて受刑し、出所と同時に幻聴・幻覚等が悪化し、措置通報。青森県立つくしが丘病院に措置入院となる（病名：覚醒剤依存症）。5か月半で退院し、暴力団の知り合いと再会。埼玉県に行き、再び暴力団に入ろうとしたが、結局入る事なく終わり、帰郷後はホテルにて生活していた。母方の叔母の世話になり、アパートを借り、その後38歳頃から八戸市立市民病院[精神科]受診。以後、通院・服薬を継続していた。しかし、同院の処方薬が強く、落ち着かなくなり、市役所職員に相談。職員が同行し同院を受診したが主治医より転院を勧められ、みさわの森クリニックを受診。以後、同クリニック通院を継続していた。1年10か月通院していたが、主治医より入院施設のある病院への転院勧められ、再び八戸市立市民病院へ転院。H30年8月に幻聴・幻覚が悪化し、暴力団の争う声などが聴こえ、H30.8.8任意入院となる（～H30.9.7）。
　退院後は同院への通院とデイケアの利用を開始。しかし、デイケア利用中に、他利用者から「どけろ！」と言われたことに怒り、他利用者を殴ってしまうこともあった。また、診察時には頻繁に薬物調整の訴えが強く、希望が通らなかったことで本人が転院を希望し当院へ受診相談がある。H30.1.11当院受診となる。当院通院中、R1.10.30に暴行事件（アパート隣人夫婦を数回殴る）を起こし、八戸拘置所に拘留となった。簡易鑑定実施。青森刑務所にて服役（R2.2.13～R2.12.31）。拘置所に来てすぐに暴力行為があり、他者とのトラブルを避けるため1人部屋で対応。徐々に、精神症状は落ち着いていった。拘置所内でも脳内で暴力団が来て「引き抜くから来てくれ」と言われるような症状があったと話す。R2年10月に26条通報に至り、同年12月末に指定医診察実施。措置不要となり、医療保護での入院も不要との事であった為、R3.1.1出所後は、青森市内の自立準備ホーム「めぐみの家」へ入居となった。入居後、他入居者より酒を飲みに行こうと言われた為断ったところ嫌われてしまい、定着センター職員へ相談し同月半ば頃に、ロイヤルエムズを経由しシェアハウス「あおば」へ入居となった。入居中、ルールが守れない人を見ると「生意気だ」と苛々感が生じ、夜間寝ている方を殴ったことがあった。また、R3.1.14よりつくしが丘病院への外来通院を開始。多飲水も指摘されていた。また、訪問看護ステーション「はーとけあ」の利用、同年6月からは就労支援事業所「チョコこうばた」を週3回利用し、それ以外の日は高齢のデイサービスへ通っていた。その後、徐々に幻聴や苛々感が強まり、R3.7.29～R3.8.26、R3.10.14～R3.10.21まで入院となっていた（いずれも任意）。R3.11.1に八戸市へ転居。R4年2月14日よりショートケア利用開始となる。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①定期的な保清ができ、現在の生活を継続して送る事が出来る。
	①定期的に来所し、入浴する事ができるようになる。
	中期同様。
	①第一利用目的が入浴との事で定期的な来所を促し、保清出来るように支援して行く。

	①病状が悪化する事無く過ごす事が出来る。
	②体調悪化時に自身で適切な対応が出来るようになる。
	②定期的に来所しスタッフに現状の報告ができるようになる。
	①電話等で支援者に自身の病状の悪化を報告する事が出来ているが、体調不良時に自身でも対策が行えるように支援して行く。


＜グループホーム利用者様情報＞

[image: image1.emf]
＜青明舎利用者様情報＞
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